
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

効果的なマスクはどれかな？ 
新型コロナウイルス感染症は主に、ウイルスが含まれた飛沫を鼻や口から吸いこむことで感染し

ます。感染予防には、飛沫を吸い込まない、吐き出さないためにマスクを着けることが有効です。 

様々な実験から、マスクの種類によって効果が違うことがわかっています。効果的なマスクはど

れでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

（※フジコンホールディングス ホームページより） 

実験結果より、学校は集団ですごす場なので、互いの感染予防のため、効果の高い

不織布（ふしょくふ）のマスクがおすすめです。 

学校以外のソーシャルディスタンスを保ってすごせるような、屋外の場所では、布マスク、ウレ

タンマスクも場面に合わせて選びましょう。 

令和３年６月１６日 

町田第二中学校 

保 健 室 

梅雨の季節に咲くあじさいは、育つ土の性質によって色が変わる不思議な植

物です。酸性の土だと青、アルカリ性だと赤になるそうです。もし道端であじ

さいを見かけたら、花の色に注目してみてください。暑すぎたり、雨が多かっ

たり、お天気が良くないとゆううつな気分になりがちですが、少しずつ息抜き

しながらすごしましょう。 



 

暑さとうまく付き合おう 
雨が多かった５月に比べ、６月前半は雨が少なかったですね。

晴れた日は日差しがきつく、気温も上がりました。体育などで体

を動かした後、具合が悪くなって保健室へ来た人もいました。 

今年も新型コロナウイルス感染症の予防をしながら、同時に

熱中症にもならないよう気をつけないといけません。元気に、

安全に、暑い季節をすごせるように、自分のできることを探し

てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 


